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94億44万７千円 94億44万７千円 
一般会計で５億1,169万７千円を追加 
追加後の予算総額は 

６月定例会 

94億44万７千円 94億44万７千円 に なりました。
平成19年度 
補正予算 

三種町議会だより

2 ６月定例会議案・補正予算・陳情

○
繰
越
明
許
費
報
告

・
Ｈ
18
年
度
三
種
町
一
般
会

計
・
Ｈ
18
年
度
三
種
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計

・
Ｈ
18
年
度
三
種
町
介
護
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計

○
専
決
処
分
関
係
議
案

・
三
種
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

・
三
種
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

※
限
度
額
を
53
万
円
か
ら

56
万
円
に
改
正

・
Ｈ
18
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

・
Ｈ
19
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

※
「
グ
リ
ー
ン
ぴ
あ
」
町

直
営
に
よ
る
予
算
の
追
加

・
Ｈ
19
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
Ｈ
18
年
度
温
泉
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

・
Ｈ
19
年
度
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算

※
３
特
別
会
計
は
前
年
度

歳
入
欠
陥
の
た
め
繰
上
充

用
○
条
例
関
係
議
案

・
三
種
町
分
収
林
に
関
す
る

条
例
の
制
定

・
三
種
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

※
介
護
分
の
引
下
げ

・
三
種
町
集
落
自
治
振
興
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
三
種
町
農
村
公
園
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
三
種
町
高
額
療
養
費
資
金

貸
付
基
金
条
例
の
一
部
改

正
　
　
　
（
８
０
０
万
円
）

・
三
種
町
地
域
福
祉
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

（
３
８
１
万
５
千
円
）

・
三
種
町
観
光
振
興
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

（
８，

６
０
３
万
８
千
円
）

・
三
種
町
地
域
総
合
拠
点
施

設
建
設
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

（
１
億
２
万
９
千
円
）

・
三
種
町
図
書
館
・
資
料
館

建
設
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

（
３，

５
０
２
万
５
千
円
）

○
そ
の
他
の
議
案
等

・
字
の
区
域
の
変
更

・
請
願
・
陳
情
議
会
運
営
委

員
長
報
告
、
審
議
処
理

○
人
事
関
係
議
案

・
三
種
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

宮
田
　
和
子

氏
（
再
任
）

任
期
　
４
年

補正後の予算総額 追 加 補 正 額 補正前の予算総額 区　　　分 
9 4 億 4 4 万 7 千円 5 億 1 , 1 6 9 万 7 千円 8 8 億 8 , 8 7 5 万 0 千円 ○一般会計 

主な歳入 

・基金繰入金 

　　　　2億 4 , 8 9 0 万 7 千円 

・前年度繰越金 

　　　　　　9, 2 6 3 万 8 千円 

○特別会計 
2 5 億 5 , 6 3 4 万 8 千円 △　4, 6 1 0 万 8 千円 2 6 億 2 4 5 万 6 千円 国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 
2 7 億 4 , 1 4 1 万 6 千円 4 , 2 4 5 万 9 千円 2 6 億 9 , 8 9 5 万 7 千円 老 人 保 健 特 別 会 計 
9 億 6 , 9 6 3 万 1 千円 1 6 0 万 6 千円 9 億 6 , 8 0 2 万 5 千円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 
1 6 億 5 , 4 3 7 万 9 千円 （歳出の組替）0円 1 6 億 5 , 4 3 7 万 9 千円 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 

主な歳出 
・納税貯蓄組合補助金 1 , 0 0 6 万 5 千円 
・社会福祉協議会補助金 2 , 0 0 0 万 0 千円 
・ 農地・水環境保全事業負担金 1 , 3 3 8 万 1 千円 
・ 農地地図電算化整備業務   1 , 0 9 4 万 7 千円 
・商工会運営費補助金 9 9 5 万 7 千円 
・観光協会運営費補助金 1 6 8 万 5 千円 
・ サンドクラフト実行委員会補助金   5 0 0 万 0 千円 

・ 山本地域活性化イベント実行委員 会補助金 
  2 4 0 万 0 千円 
・縄文ページェント実行委員会補助金 
  1 3 0 万 0 千円 
・ゆうぱる施設改修 1 , 2 0 0 万 0 千円 
・ 小町房住線道路改良工事   7 , 9 1 8 万 9 千円 
・ 財政調整基金積立金 1 億 5 , 5 0 0 万 0 千円 

６
月
定
例
会
の
議
案
内
容

平成19年度６月補正予算

平
成
19
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
３
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
た
。

理　　　　　由 結果 審査委員会 陳情者氏名 件　名 

関 税 が 撤 廃 さ れ れ ば、我 が 国 の 農 業 が 深 刻 な 影 響 を 受 け 
る こ と は 必 至 で あ る だ け で な く、農 業 関 係 産 業 や 地 域 経 
済に大きな打撃を与えることとなる 。よって採択とした。 

採択 議会運営委員会 
能代労農市民会議 

　議　長　宮腰　　誠 

「日豪ＥＰＡ ・ ＦＴ 
Ａ 交 渉 に 対 す る」 
陳情書 

不況下における受注競争の 激化により労務費が引き下 
げられ、現場で働く労働者に 大きな影響を及ぼして い 
る。建設労働者の適正な賃金 が確保されるような公 契 
約法制定の検討等は必要である。 よって採択とした。 

採択 議会運営委員会 

秋田建築労働組合 
　組合長　伊藤　和雄 
秋田建築労働組合山本支部 
　支部長　丹波　正弘 

公 共 工 事 に お け る 
建 設 労 働 者 の 適 正 
な 労 働 条 件 の 確 保 
に関する陳情 

陳　　　情 



三種町議会だより

3平成19年度補正予算審議の内容

農
地
地
図
電
算
化

整
備
委
託
業
務

１，

０
９
４
万
７
千
円
を

計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の

中
身
は
。山

本
地
区
の
み
電

算
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
公
平
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
た
め
、
今
回
計

上
し
た
。水

田
台
帳
と
農
業

台
帳
が
合
わ
な
く

て
、
集
落
営
農
立
ち
上
げ

な
ど
に
非
常
に
困
っ
て
い

る
が
、
こ
の
事
業
で
来
年

度
ま
で
に
不
一
致
が
解
消

さ
れ
る
の
か
。

不
一
致
の
原
因
が

特
定
で
き
ず
、
相

当
の
時
間
と
労
力
が
か
か

る
が
、
20
年
度
の
当
初
に

は
合
致
す
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

農
業
所
得
が
落
ち

込
む
中
、
農
地
・

水
・
環
境
事
業
の
お
金

が
、
農
家
・
町
民
に
生
き

て
く
る
。
集
落
営
農
組
織

の
結
成
を
条
件
と
し
て
い

る
が
、
組
織
の
結
成
に
向

け
て
努
力
す
る
団
体
に
ま

で
条
件
を
緩
和
し
て
山
本

地
域
振
興
局
と
協
議
す
べ

き
だ
。

補
助
金
欲
し
さ
で

取
り
組
ん
だ
事
業

は
、
農
政
の
中
で
ほ
と
ん

ど
結
果
を
残
し
て
い
な

い
。
営
農
集
落
と
農
地
・

水
・
環
境
を
セ
ッ
ト
で
や

っ
て
も
ら
う
事
が
、
農
業

の
体
質
改
善
に
つ
な
が

る
。

地
域
振
興
局
と
電

話
で
や
り
と
り
し

た
が
、
農
地
・
水
対
策
事

業
は
県
の
予
算
も
確
定

し
、
す
で
に
締
め
切
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

委
員
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
報
酬
36
万

円
。
何
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

誰
に
ど
の
よ
う
に
支
払
わ

れ
る
の
か
。

台
帳
整
備
の
一
環

で
、
遊
休
農
地
、

荒
廃
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
。
日
当
５
千
円
で
、

農
業
委
員
36
人
×
２
回
分

を
予
算
計
上
し
た
。

※
議
会
推
薦
の
農
業
委
員

は
３
名
い
る
が
、
報
酬
は

必
要
な
い
の
で
は
な
い

か
、
検
討
を
望
む
。

古
紙
回
収
費
が
不

要
と
な
り
、
回
収

業
者
か
ら
お
金
が
入
る
と

い
う
事
だ
が
金
額
は
。

18
年
度
実
績
か
ら

３
０
０
万
円
ほ
ど

見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
業

者
と
は
３
年
契
約
を
結
ん

で
い
る
。社

協
補
助
金
２
千

万
円
計
上
さ
れ
た

が
、
財
政
検
討
会
で
は
４

千
万
円
ほ
ど
と
言
わ
れ
て

い
た
。
今
後
更
に
追
加
補

正
さ
れ
る
の
か
。

町
の
財
政
事
情
も

あ
り
、
社
協
に
５

千
万
円
の
保
留
財
源
も
あ

る
た
め
、
こ
の
金
額
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
社

協
会
長
に
話
し
、
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
。
追
加
補

正
に
関
し
て
は
社
協
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

町
内
の
国
民
年
金

加
入
者
、
給
付
者

の
人
数
は
。
ま
た
２
０
０

２
年
４
月
以
前
の
年
金
台

帳
は
保
存
さ
れ
て
い
る
の

か
。

本
年
４
月
現
在
、

被
保
険
者
の
合
計

は
４，

７
４
５
人
、
給
付

者
は
18
年
３
月
末
の
デ
ー

タ
で
６，

８
４
６
件
、
額

は
39
億
８，

３
０
０
万
円

で
あ
る
。
デ
ー
タ
保
存
に

つ
い
て
は
100
％
残
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
に
は
な

い
。
個
人
的
な
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
が
、
残
っ
て
い

る
資
料
で
確
認
し
て
い

く
。

広
域
圏
組
合
負
担

金
の
消
防
費
に
か

か
る
三
種
町
負
担
分
は
、

年
間
約
４
億
２
千
万
円
と

い
う
事
だ
が
、
能
代
火
力

協
力
金
７
億
円
を
広
域
消

防
費
に
使
う
よ
う
要
望
す

べ
き
だ
。消

防
の
通
信
シ
ス

テ
ム
一
本
化
に
相

当
お
金
が
か
か
る
が
、
そ

れ
に
こ
の
７
億
円
を
使
っ

て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
の
が
郡
部
３
首
長

の
考
え
方
で
あ
る
。
火
力

協
力
金
は
広
域
の
中
で
生

か
さ
れ
る
よ
う
能
代
市
長

に
申
し
入
れ
を
し
て
い
き

た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
１
５
０
万

円
、
こ
の
補
助
金
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
。

宝
く
じ
事
業
団
か

ら
の
助
成
で
、
今

回
は
浜
田
自
治
会
に
補
助

さ
れ
、
小
型
除
雪
機
３
台

の
購
入
に
充
て
ら
れ
る
。

平成19年度 



一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

三種町議会だより

4 一般質問

清水　欣也議員

こ
の
事
業
の
目
的
は
、

農
地
・
農
業
用
水
等
の
資

源
や
そ
の
他
の
農
村
環
境

を
守
る
た
め
の
共
同
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
あ

る
。そ

の
共
同
活
動
の
主
体

と
し
て
は
、
農
家
を
中
心

に
し
て
自
治
会
や
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
達
で
構
成
す
る

集
合
体
が
想
定
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
町
で
は
こ
の

共
同
活
動
体
は
集
落
営
農

組
織
か
集
落
営
農
組
織
を

結
成
す
る
こ
と
を
確
約
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
付

農
地
・
水
・
環
境

保
全
事
業
を
拡
大

せ
よ

け
た
の
は
県
内
で
は
三
種

町
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
た

め
、
こ
の
事
業
の
対
象
外

と
さ
れ
た
集
落
等
の
組
織

が
多
数
に
上
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
農
地
保

全
と
い
う
ね
ら
い
に
と
ど

ま
ら
ず
、
環
境
保
全
や
環

境
教
育
対
策
と
も
重
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
観

点
か
ら
も
共
同
活
動
を
行

う
団
体
に
集
落
営
農
組
織

化
と
い
う
条
件
を
つ
け
る

こ
と
は
、
国
が
求
め
る
本

来
の
思
想
か
ら
外
れ
た
措

置
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。町

は
こ
う
し
た
取
り
扱

い
を
見
直
し
、
本
来
の
考

え
方
に
立
ち
返
っ
て
共
同

活
動
組
織
を
増
や
し
、
県

に
対
し
計
画
面
積
の
拡
大

を
申
請
す
べ
き
で
あ
る
。

町
の
考
え
方
に
は
、

共
同
活
動
組
織
に

条
件
を
付
け
な
け
れ
ば
こ

の
事
業
を
進
め
ら
れ
な
い

合
理
的
理
由
が
な
い
。

つ
ま
り
、
共
同
活
動
が

国
の
考
え
方
か
ら
外
れ

て
、
集
落
営
農
組
織
で
な

け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
と

し
た
理
由
は
な
に
か
。

町
長

品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策

と
農
地
・
水
・
環
境
保
全

対
策
は
非
常
に
重
要
で
、

今
後
の
集
落
の
経
営
を
考

え
た
場
合
、
集
落
営
農
が

ま
ず
軸
に
あ
る
べ
き
だ
。

そ
の
集
落
営
農
を
軸
に

し
て
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
対
策
と
セ
ッ
ト
に
す

る
こ
と
で
は
じ
め
て
本
当

の
農
業
の
再
生
が
で
き
て

い
く
と
い
う
考
え
方
に
立

っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
町
の
農
業
の

将
来
を
考
え
れ
ば
集
落
営

農
を
推
し
進
め
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
方
向
こ
そ
が
本
当
の
農

業
政
策
な
の
だ
と
い
う
考

え
方
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
、
仕
事
の
取
り
組
み

と
し
て
は
農
地
・
水
・
環

境
保
全
対
策
の
方
が
と
っ

つ
き
や
す
さ
が
あ
り
、
そ

ち
ら
の
方
に
集
中
す
る
き

ら
い
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
下
手
を
す
る

と
こ
の
事
業
が
雇
用
対
策

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う

部
分
も
あ
る
。

町
の
や
り
か
た
は
他
の

市
町
村
と
は
違
っ
て
い
る

が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え

る
と
こ
の
よ
う
な
や
り
方

が
最
も
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
。

事
業
の
申
請
が
既

に
締
め
切
ら
れ
て

い
る
と
い
う
が
、
地
域
振

興
局
は
、
町
が
方
向
転
換

し
面
積
増
の
申
請
が
あ
れ

ば
、
本
庁
と
協
議
し
て
も

い
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

一
度
地
域
振
興
局
と
協
議

を
し
て
み
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

町
長

議
会
で
の

発
言
内
容
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
問
題
に
な

っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
早

急
に
地
域
振
興
局
に
問
い

た
だ
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

農地・水・環境保全共同活動組織と
集落営農組織の結成状況

Ｈ19．６．25現在

集落営農組織 農地・水・環境保全組織名 （集落名） 区分 

市野地区営農組合 市野保全会（市野） 
琴 
丘 
地 
域 

鯉川営農組合 浜鯉川保全隊（浜鯉川） 

中沢営農組合 中沢保全会（中沢） 

上岩川中央地区営農組合 上岩川中央保全会（上岩川中央） 

4 4 小計 

志戸橋集落営農組合 志戸橋まもり隊（志戸橋） 

山     
本     
地     
域 

泉八日営農生産組合 自然と環境を守る会（泉八日） 

△ ゲバヂの会（二ツ森） 

藤木台営農生産組合 

中野集落営農組合 

小町集落営農組合 

5 3 小計 

△ 安戸六まもり隊（安戸六） 

八 　 

竜 　 

地 　 

域 

久米岡集落営農組合 久米岡環境保全隊（久米岡） 

△ うかわ農水会（鵜川） 

△ 大曲ほたるの会（大曲） 

△ 沢目がんばり隊（沢目地区） 

△ 萱刈沢まもり隊（萱刈沢） 

アグリ芦崎 

追泊集落営農組合 

八竜アグリサービス 

4 6 小計 

1 3 1 3 合計 

注）「集落営農」欄の△印は、５年以内に集落営農組織に取り組むことを確約した団体。
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5一般質問

平賀　　真議員

児
童
、
生
徒
の
学

習
レ
ベ
ル
は

先
般
、
小
学
生
、

中
学
生
を
対
象
と

し
た
全
国
統
一
試
験
が
実

施
さ
れ
た
が
、
結
果
が
出

て
い
る
の
か
。
今
後
の
指

導
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
る
の
か
。

教
育
長

９
月
に

教
育
委
員
会
、
各

学
校
に
結
果
が
提
供
さ
れ

る
。
調
査
結
果
を
分
析
し
、

学
力
・
学
習
状
況
を
把
握

し
、
改
善
に
役
立
た
せ
て

い
く
。

三
種
町
の
児
童
生

徒
の
学
習
レ
ベ
ル

は
、
ど
の
程
度
か
。
他
の

市
町
村
と
の
比
較
は
。

教
育
長

毎
年
、

県
教
育
委
員
会
に

よ
る
学
習
状
況
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
調
査
結

果
は
町
管
理
下
の
学
校
の

結
果
の
み
提
供
さ
れ
、
他

の
市
町
村
の
結
果
は
分
か

ら
な
い
。
平
成
18
年
度
に

お
い
て
は
、
小
学
校
は
８

校
と
も
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
が
、
中
学
校
は
残

念
な
が
ら
努
力
が
必
要
で

あ
る
。
小
中
共
に
家
庭
学

習
時
間
が
県
平
均
よ
り
少

な
く
、
特
に
中
学
校
が
少

な
い
。
各
学
校
と
も
弱
点

克
服
に
向
け
努
力
し
て
い

る
。

幼
児
（
０
歳
か
ら

未
就
学
児
）
の
教

育
、
保
育
に
対
す
る
町
の

考
え
を
伺
い
た
い
。
山

本
・
琴
丘
地
域
は
町
立
保

育
園
、
八
竜
地
域
は
私
立

の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
幼

児
の
教
育
並
び
に
保
育
が

行
わ
れ
て
い
る
。
文
科
省

で
は
、
「
就
学
前
の
子
供

に
関
す
る
教
育
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
の
制
定
に

よ
り
、
平
成
18
年
10
月
よ

り
「
認
定
こ
ど
も
園
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
子
供
た

ち
の
学
力
低
下
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
教

育
・
保
育
を
一
体
と
考
え

る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
は

大
き
な
選
択
肢
で
あ
る
と

考
え
る
。

八
竜
地
域
は
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

ス
タ
ー
ト
で
き
る
絶
好
の

環
境
に
あ
る
。
モ
デ
ル
地

域
に
な
る
よ
う
町
の
積
極

的
な
指
導
助
言
を
お
願
い

し
た
い
。町

長

幼
稚
園
・

保
育
園
と
も
法
人

な
の
で
双
方
の
話
し
合
い

の
結
果
を
尊
重
し
て
い
き

た
い
。
議
会
の
理
解
を
得

な
が
ら
新
施
設
建
設
に
は

町
が
大
幅
に
負
担
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

保
育
と

教
育
と
一
緒
に
提

供
し
て
幼
児
教
育
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
は

時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
正

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
保

育
の
中
に
幼
稚
園
的
な
教

育
要
素
を
よ
り
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
、
一
番
妥

当
で
堅
実
な
対
策
と
考
え

て
い
る
。い

き
い
き
健
康
課

長

保
育
を
中
心

と
し
た
中
に
幼
稚
園
教
育

も
取
り
入
れ
た
形
が
一
番

良
い
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。
少
子
化
が
進
む
中
で

保
育
業
務
、
幼
児
教
育
の

大
事
な
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

幼
児
教
育
に
対
す
る

町
の
取
り
組
み
は

みんな一緒に３Ｂ体操（鵜川保育園）
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6 一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

防
災
計
画

宮田　幹保議員

三
種
町
防
災
計
画

が
制
定
さ
れ
た

が
、
大
き
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
事
が
進
む
か
心
配

だ
。
ま
ず
は
役
場
職
員
が

自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
理

解
し
て
る
か
、
こ
の
計
画

を
全
町
民
に
対
し
て
ど
う

知
ら
し
め
て
い
く
の
か
も

課
題
だ
。
こ
の
ま
ま
だ
と

絵
に
描
い
た
餅
に
な
り
か

ね
な
い
。町

長

計
画
書
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
全
戸
配
布
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
終
り
と
い
う

事
で
は
な
い
。
ご
指
摘
の

通
り
絵
に
描
い
た
餅
に
し

な
い
よ
う
に
す
る
。
職
員

は
い
つ
も
危
機
感
を
持
ち

自
分
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
き
ち
ん

と
踏
ま
え
な
が

ら
、
防
災
に
対

す
る
役
割
・
認

識
な
ど
各
課
長

を
通
し
て
き
ち

ん
と
さ
せ
る
。

当
町
の
災
害
に
対

す
る
備
蓄
が
極
端

に
少
な
く
心
も
と
な
い
。

現
在
は
流
通
備
蓄
と
い
う

方
法
が
あ
り
、
県
内
で
は

６
〜
７
市
町
村
で
実
施
し

て
い
る
。
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
。
今
後
当
町
で
も

町
内
業
者
を
通
じ
て
流
通

備
蓄
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

町
民
生
活
課
長

現
在
た
し
か
に
備

蓄
は
少
な
い
。
流
通
備
蓄

に
つ
い
て
は
商
工
会
等
と

の
話
し
合
い
が
必
要
と
思

う
。
そ
の
方
向
で
進
め
て

い
く
。

19
年
度
以
降
の
事

業
実
施
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。
緊

急
を
要
す
る
事
業
を
優
先

し
て
い
く
と
の
事
だ
が
、

緊
急
性
の
あ
る
事
業
と
は

何
か
。
そ
の
他
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
先
送
り
あ
る

い
は
見
直
し
を
す
る
と
理

解
す
べ
き
か
。

町
長

19
年
度
の

中
で
、
こ
れ
は
優

先
・
こ
れ
は
場
合
に
よ
っ

て
先
送
り
な
ど
の
区
別
は

つ
け
て
い
な
い
。
今
後
状

況
の
変
化
、
財
政
面
を
見

て
判
断
す
る
の
で
、
計
画

通
り
実
施
で
き
な
い
事
も

考
え
ら
れ
る
。
松
く
い
虫

防
除
な
ど
は
緊
急
性
が
高

い
と
考
え
る
。

現
在
当
町
の
実
質

公
債
費
比
率
は

20
・
３
％
で
県
内
ワ
ー
ス

ト
２
で
あ
る
。
町
長
は
任

期
中
18
％
台
に
す
る
と
考

え
て
る
よ
う
だ
が
、
ど
う

い
う
方
法
で
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

町
長

現
在
経
常

収
支
比
率
が
98
％

で
自
由
に
使
え
る
の
は

２
％
位
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
新
た
な
借
金
を
控
え

る
こ
と
を
第
一
に
取
り
組

む
。
公
債
費
の
額
は
20
年

度
が
ピ
ー
ク
。
歳
入
の
見

通
し
か
ら
比
率
的
に
は
21

年
度
が
一
番
高
く
な
る
。

役
場
や
町
の
施
設

で
は
消
耗
品
や
備

品
・
記
念
品
な
ど
の
物
品

を
町
内
業
者
や
商
店
か
ら

す
べ
て
調
達
す
べ
き
で
あ

る
。
三
種
町
に
納
税
し
て

る
方
々
を
、
最
優
先
す
べ

き
だ
。

町
長

競
争
原
理

と
い
う
も
の
を
ど

こ
ま
で
取
り
入
れ
る
か
な

ど
が
あ
り
、
地
元
優
先
と

い
う
事
は
わ
か
る
が
、
そ

の
兼
ね
合
い
が
難
し
い
。

総
務
課
長

備
品
、

記
念
品
な
ど
に
つ

い
て
は
地
元
業
者
を
最
優

先
に
考
え
て
い
る
。
今
後

も
極
力
地
元
業
者
の
育
成

と
い
う
事
も
含
め
対
応
し

て
い
く
。町

内
業
者
が
、
合

併
以
前
の
よ
う
に

公
用
車
の
整
備
や
、
車
検

が
受
注
で
き
な
く
な
っ
て

困
っ
て
い
る
と
聞
く
。
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
当
町
に
は
消

防
車
な
ど
含
め
公
用
車
は

何
台
あ
る
の
か
。

総
務
課
長

指
名

願
い
が
出
て
い
る

業
者
に
限
り
発
注
し
て
い

る
。
５
月
現
在
町
内
で
車

検
等
の
整
備
工
場
は
６
社

し
か
出
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
郡
市
内
の
方
に
も

出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
今

後
指
名
願
い
を
出
す
よ
う

に
指
導
し
て
い
く
。
公
用

車
は
現
在
約
１
７
０
台
で

あ
る
。

防災想定合同訓練

公
用
車
「
車
検
、

整
備
」

町
内
企
業
・
商
店

の
育
成

流
通
備
蓄

総
合
計
画
の
事
業
実

施
見
直
し
と
課
題

財
　
政
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森
岳
小
学
校
の
水
は
配

管
腐
食
の
た
め
飲
料
水
に

は
適
さ
ず
、
子
ど
も
達
は

毎
日
水
筒
を
持
参
し
て
い

る
。
か
つ
て
山
本
町
時
代
、

改
善
し
よ
う
と
３
百
数
十

万
円
の
浄
水
器
を
取
り
付

け
た
が
、
工
事
引
渡
し
直

前
に
、
こ
の
浄
水
器
が
偽

物
で
、
架
空
会
社
と
契
約

し
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
直
ち
に
撤
去
し
た
経

緯
が
あ
る
。
以
来
、
数
年

に
も
わ
た
り
水
改
善
の
た

め
の
処
置
は
施
さ
れ
て
い

な
く
、
保
護
者
か
ら
は
、

「
水
筒
を
忘
れ
た
子
ど
も

は
一
日
中
水
を
飲
め
ず
に

い
る
、
な
ん
と
か
な
ら
な

い
か
。
」
と
の
要
望
が
あ

り
、
そ
の
度
ご
と
に
担
当

者
へ
は
お
願
い
を
し
て
い

た
が
、
改
め
て
お
尋
ね
す

る
。

改
善
策
を
考
え
て

も
ら
え
る
の
か
、

も
ら
え
な
い
の
か
、
考
え

て
も
ら
え
る
と
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
い

つ
頃
、
ど
う
し
て
く
れ
る

の
か
。
全
部
の
改
善
と
な

る
と
私
の
概
算
で
は
数
千

万
円
は
か
か
る
と
思
う

が
、
財
政
的
に
無
理
で
あ

れ
ば
、
せ
め
て
飲
料
水
の

分
だ
け
で
も
新
設
し
て
ほ

し
い
。
数
十
万
円
で
で
き

る
は
ず
。
塩
分
の
強
い
水

を
長
年
鉄
管
で
供
給
、
そ

れ
が
腐
食
し
最
悪
の
状
態

が
続
い
て
い
る
。
合
併
直

後
改
善
を
要
す
る
諸
問
題

が
噴
出
し
、
大
変
な
こ
と

は
十
分
承
知
し
て
い
る

が
、
な
に
せ
子
供
の
成
育

の
こ
と
な
の
で
最
善
を
つ

く
し
て
ほ
し
い
。

副
町
長

森
岳
小

学
校
の
水
に
つ
い

て
、
全
面
的
に
改
修
す
る

と
な
る
と
、
数
千
万
円
も

か
か
る
と
思
う
。
昨
年
の

予
算
で
、
森
岳
小
学
校
や

他
の
小
中
学
校
の
改
修
等

に
つ
い
て
調
査
し
て
い

る
。
今
回
の
補
正
予
算
で

飲
料
水
の
確
保
の
た
め
修

繕
を
す
る
。
補
正
の
校
舎

改
修
工
事
費
１
７
５
万
６

千
円
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
。
直
接
工
事
す
る
部
分

だ
け
の
計
上
な
の
で
額
が

少
な
い
。教

育
次
長

全
体

の
配
管
を
改
修
す

る
と
２
千
数
百
万
円
か
か

る
。
今
回
は
飲
料
水
確
保

の
た
め
各
階
の
水
飲
場
へ

直
接
管
を
結
ぶ
こ
と
に
し

た
。
予
算
可
決
後
、
速
や

か
に
工
事
を
行
い
た
い
。

7一般質問

一
般
質
問 

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 堺谷　房子議員

飲
料
水
の
確
保
を

腐食した配管

毎日持参の水筒



今
議
会
で
、
三
種

町
地
域
総
合
拠
点

施
設
建
設
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
と
し
た
議
案
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条

例
は
山
本
町
役
場
基
金
条

例
を
廃
止
し
、
合
併
後
、
庁

舎
の
安
全
性
と
い
う
面
か

ら
も
早
急
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置

し
た
も
の
で
あ
る
。
基
金

設
置
の
趣
旨
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

町
長

大
変
大
事

な
基
金
だ
と
い
う

認
識
は
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
、
財
政
難
を
切
り
抜

け
て
い
く
た
め
に
今
あ
る

蓄
え
を
町
全
体
の
使
途
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
余
裕
が
出
て
き
た
と

き
、
新
た
に
い
ろ
ん
な
基

金
を
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

町
内
の
街
灯
が
消

え
、
危
険
な
の
で

早
く
修
繕
し
て
ほ
し
い
と

役
場
に
連
絡
し
て
も
な
か

な
か
付
け
て
く
れ
な
い
。

防
犯
上
迅
速
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

３
地
域
統
一
し
た
管
理

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

鉄
柱
の
腐
食
等
に
よ
り

撤
去
さ
れ
た
街
灯
の
設
置

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長

街
灯
は
事

故
防
止
、
ま
た
防

犯
上
、
最
低
限
度
は
必
要

だ
と
考
え
る
。
街
灯
の
管

理
状
況
が
３
地
域
と
も
異

な
っ
て
い
る
の
で
自
治
会

と
相
談
し
な
が
ら
集
落
内

は
自
治
会
と
い
っ
た
統
一

し
た
方
式
を
導
入
し
て
い

き
た
い
。

町
民
生
活
課
長

鉄
柱
の
腐
食
等
で

撤
去
さ
れ
た
街
灯
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
を
取
り
付
け

て
い
き
た
い
。
で
き
れ
ば
、

現
在
あ
る
鉄
柱
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
柱
、
ま
た
は
電
柱

に
順
次
移
し
変
え
て
い
き

た
い
。

町
税
、
各
種
使
用

料
の
滞
納
者
の
中

に
、
サ
ラ
金
等
か
ら
借
り

入
れ
多
重
債
務
に
陥
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思

わ
れ
る
。
県
生
活
セ
ン
タ

ー
で
は
秋
田
県
で
サ
ラ
金

利
用
者
14
万
人
、
そ
の
内

多
重
債
務
者
が
２
万
人
と

な
っ
て
い
る
。
滞
納
の
回

収
率
向
上
の
た
め
に
も
多

重
債
務
の
相
談
等
も
合
わ

せ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

税
務
課
長

プ
ラ

イ
バ
シ
ー
も
あ
り

掘
り
起
し
が
課
題
だ
が
、

弁
護
士
・
町
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
。

農
協
、
集
荷
業
者

等
の
認
定
方
針
作

成
者
の
該
当
に
な
ら
な
い

農
家
、
つ
ま
り
承
諾
書
の

同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

農
家
へ
は
生
産
目
標
数
量

目
標
面
積
、
転
作
面
積
が

配
分
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
は
、
集
落
営
農
に
参
加

す
る
か
４
ha
以
上
の
担
い

手
農
家
で
な
け
れ
ば
何
の

支
援
も
受
け
ら
れ
な
く
な

る
。
そ
の
た
め
、
自
己
責

任
に
お
い
て
生
産
販
売
す

る
農
家
が
出
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
米
の
過
剰
と
米
価

の
暴
落
が
懸
念
さ
れ
る
。

町
と
し
て
今
回
の
配
分
方

針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。農

林
課
長

配
分

に
つ
い
て
は
水
田

農
業
推
進
協
議
会
で
実
施

し
て
い
る
。
農
協
・
集
荷

業
者
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
農
家
が
増
え
て
い
る
と

い
う
現
実
だ
が
、
制
度
上

や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

あ
る
。
米
政
策
改
革
推
進

対
策
へ
の
理
解
不
足
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
情

報
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
連
帯
感
を
保
つ

た
め
に
も
行
政
と
し
て
事

に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

三種町議会だより

8 一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一
般
質
問 大澤　和雄議員

山
本
町
庁
舎
建
設
基

金
１
億
円
の
趣
旨

街
頭
の
修
繕
・
設
置

大町地区の街灯

多
重
債
務
者
へ
の

対
応
は

19
年
度
産
米
の
生

産
調
整



三種町議会だより

指
定
管
理
者
制
度

の
目
的
は
「
住
民

ニ
ー
ズ
に
効
果
的
、
効
率

的
に
対
応
す
る
。
経
費
の

縮
減
等
を
図
る
」
。
公
募

し
、
選
定
委
員
会
を
開
き

決
定
さ
れ
た
当
局
案
が
、

３
月
議
会
で
否
決
さ
れ

た
。
今
後
の
グ
リ
ー
ン
ぴ

あ
の
管
理
運
営
は
。
ま
た
、

選
定
委
員
会
の
あ
り
方
は
。

町
長

グ
リ
ー
ン

ぴ
あ
は
、
管
理
運

営
に
あ
た
る
者
が
い
な
く

な
り
、
今
は
暫
定
的
に
町

が
直
営
し
て
い
る
。

副
町
長

そ
の
後

生
産
組
合
の
方
々

は
、
法
人
化
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
の

事
で
、
私
共
も
歓
迎
し
て

い
る
。
こ
の
方
々
が
実
際

に
レ
ジ
に
も
立
っ
て
い
る

し
、
販
売
額
も
段
々
上
が

っ
て
い
る
。
選
定
委
員
会

の
委
員
は
、
役
場
職
員
の

他
に
、
学
識
経
験
者
が
二

人
以
上
と
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
学
識
経
験
者

を
増
や
す
。

グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ

縄
文
の
会
の
方
々

が
、
積
極
的
に
頑
張
っ
て

る
姿
を
私
も
見
て
き
た
。

今
後
管
理
運
営
を
希
望
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
会
員
の

意
を
汲
ん
で
、
ま
か
せ
る

形
に
し
た
ら
ど
う
か
。
ま

た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等

年
間
を
通
し
て
農
産
物
を

生
産
で
き
る
支
援
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

町
長

町
直
営
は

あ
く
ま
で
も
暫
定

的
で
あ
る
。
制
度
上
、
今

後
改
め
て
公
募
し
選
定
す

る
。
特
産
物
栽
培
な
ど
Ｊ

Ａ
と
も
協
議
し
、
琴
丘
地

域
に
も
さ
ら
に
意
欲
が
芽

生
え
る
よ
う
に
、
生
産
基

盤
の
強
化
に
努
め
て
い

く
。

こ
れ
ま
で
の
最
低

制
限
価
格
制
度
を

改
め
、
入
札
し
た
金
額
に

応
じ
て
基
準
の
金
額
が
変

わ
る
、
変
動
型
低
入
札
価

格
調
査
制
度
の
実
施
に
つ

い
て
、
指
名
審
査
会
で
も

19
年
度
は
見
直
し
す
る
と

聞
い
て
い
た
。
ど
う
い
う

内
容
か
。
ま
た
物
品
の
入

札
に
対
し
て
の
指
名
、
格

付
等
に
つ
い
て
は
。

副
町
長

変
動
型

低
入
札
価
格
調
査

制
度
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
入
札
時
に
お
い
て
予

定
価
格
内
で
入
札
し
た
最

低
入
札
者
の
価
格
が
、
調

査
基
準
を
下
回
っ
た
場

合
、
そ
の
者
を
自
動
的
に
、

落
札
者
と
せ
ず
一
旦
そ
の

入
札
を
保
留
し
て
調
査
後

に
落
札
者
を
決
定
す
る
。

①
調
査
基
準
価
格
を
、
最

低
入
札
者
か
ら
５
番
目
ま

で
の
５
社
の
入
札
価
格
の

平
均
値
の
90
％
と
す
る
。

②
予
定
価
格
の
範
囲
内
の

入
札
価
格
で
調
査
価
格
を

下
回
っ
た
者
は
失
格
も
あ

り
う
る
。

変
動
型
低
入
札
価
格
調

査
制
度
と
い
う
の
は
、
国

で
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
の
方

法
と
し
て
認
め
て
い
る
制

度
で
あ
る
。
三
種
町
の
や

り
方
は
、
入
札
価
格
が
い

く
ら
下
が
っ
て
も
い
い
と

い
う
事
で
は
な
く
純
工
事

費
を
ベ
ー
ス
に
一
定
の
レ

ベ
ル
を
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

物
品

入
札
の
制
度
は
自

己
資
本
額
と
従
業
員
数
販

売
実
績
等
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ラ

ン
ク
付
け
が
あ
る
。

・
Ａ
が
80
万
円
以
上

・
Ｂ
が
60
万
円
〜80

万
円
迄

・
Ｃ
が
60
万
円
以
下

で
す
。
指
名
額
は
随
時
受

付
を
し
て
い
る
。

最
近
の
入
札
は

競
争
意
識
だ
け

残
る
よ
う
な
状
況
で
あ

る
。
業
者
の
育
成
、
物
品

納
入
に
対
し
て
も
、
地
域

経
済
の
振
興
等
を
考
慮
し

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
今

回
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

状
況
が
変
化
す
る
事
も
あ

る
。
そ
の
節
は
審
査
会
を

開
催
し
問
題
点
に
は
十
分

に
配
慮
し
て
頂
き
た
い
。

9一般質問

一
般
質
問 

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 金子　芳継議員

グ
リ
ー
ン
ぴ
あ
の

運
営

品揃えが豊富になったグリーンぴあ

公
共
工
事
と
物
品

の
入
札
制
度

金
子
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３
月
定
例
会
で
、

国
保
税
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け

新
年
度
で
下
げ
る
方
向
で

考
え
る
旨
の
答
弁
で
あ
っ

た
。今

回
の
提
案
は
、
国
保

の
介
護
分
は
引
き
下
げ
を

行
う
予
定
だ
が
、
医
療
費

分
も
引
き
下
げ
る
べ
き

だ
。

町
長

農
業
所
得

等
の
大
幅
な
減
少

が
見
込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
税
率
を
引
き
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
た
。
一
般
会
計
か
ら
３
、

３
０
０
万
円
あ
ま
り
繰
り

入
れ
を
行
い
、
税
率
を
据

え
置
く
こ
と
に
し
た
。

「
悪
質
滞
納
者
」

に
限
る
と
し
た
も

の
を
２
０
０
４
年
４
月
か

ら
、
滞
納
が
一
年
を
過
ぎ

る
と
正
規
の
保
険
証
に
変

わ
っ
て
資
格
証
明
書
を
発

行
し
て
い
る
。

「
資
格
証
明
書
」
に
な

る
と
窓
口
で
全
額
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保

険
料
を
払
え
な
い
人
に
医

療
費
全
額
は
準
備
で
き
る

は
ず
は
な
い
。
こ
れ
は
事

実
上
の
保
険
証
の
取
り
上

げ
を
意
味
す
る
。
保

険
証
の
取
り
上
げ
を

中
止
で
き
な
い
か
。

町
長

資
格

証
明
書
等
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、

滞
納
世
帯
の
生
活
実

態
な
ど
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
助
言
、
指

導
を
行
い
、
弁
明
の

機
会
を
与
え
、
納
税

に
つ
い
て
理
解
を
求

め
て
い
る
。

税
務
課
長

納
税

相
談
の
中
で
納
付

計
画
書
と
か
が
出
た
場
合

は
、
保
険
証
を
渡
す
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

琴
丘
地
区
種
沢
川

川
岱
第
一
頭
首
工

の
改
善
を
、
一
回
工
事
を

や
っ
た
が
不
十
分
だ
っ
た

の
か
、
間
か
ら
水
が
も
れ

役
割
を
は
た
し
て
い
な

い
。
早
急
の
改
善
を
県
へ

働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

建
設
課
長

現
地

を
確
認
し
て
き

た
。
早
速
、
県
へ
要
望
し

て
い
く
。一

人
暮
ら
し
や
高

齢
者
に
対
し
て
軽

易
な
日
常
生
活
上
の
援
助

を
行
い
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢

者
の
み
世
帯
が
対
象
で
、

雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
、
家

屋
な
ど
の
軽
微
な
修
繕
及

び
修
理
な
ど
、
対
象
者
の

希
望
や
状
況
に
応

じ
て
行
う
制
度
の

実
施
を
。い

き
い
き

健
康
課
長

事
業
の
必
要
性
や

ニ
ー
ズ
を
考
え
な

が
ら
、
実
施
町
村

の
情
報
も
集
め
、

総
合
的
に
検
討
す

る
。

国
か
ら
の
転
作
奨

励
金
を
活
用
し
、

景
観
作
物
に
指
定
。
転
作

用
に
菜
の
花
の
作
付
け
を

し
て
い
る
町
が
あ
る
。

収
穫
し
た
菜
種
か
ら
菜

種
油
が
採
れ
、
町
民
は
て

ん
ぷ
ら
油
と
し
て
使
い
、

廃
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
を
精
製
し
、
公
用
車

等
に
使
っ
て
い
る
。

当
町
も
取
り
組
み
を
。

農
林
課
長

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
と
合
わ
せ
た
、
転
作
作

物
の
大
転
換
も
、
今
後
図

ら
れ
る
可
能
性
が
大
き

い
。
本
町
で
も
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
今
後
取
り

組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
う
。

日
本
の
侵
略
戦
争

を
「
自
衛
、
ア
ジ

ア
開
放
の
た
め
の
戦
争
」

だ
っ
た
と
肯
定
、
美
化
す

る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
教
材
と
し
て
教
育
事

業
が
文
科
省
の
研
究
委
託

事
業
に
採
用
さ
れ
、
全
国

の
中
学
校
で
実
施
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

戦
後
日
本
の
国
際
社
会

復
帰
の
原
点
と
戦
争
の
痛

苦
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た

日
本
国
憲
法
の
精
神
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
当

町
と
し
て
絶
対
に
使
用
す

べ
き
で
は
な
い
。

教
育
長

実
施
す

る
よ
う
な
働
き
か

け
は
、
本
町
で
は
現
在
全

く
な
い
。

も
し
、
要
請
が
あ
れ
ば

十
分
に
調
査
し
、
公
正
適

切
に
対
処
す
る
。

公
の
学
校
に
特
定
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
、
政
治
的

立
場
等
を
持
込
む
こ
と
は

絶
対
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

10 一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

国
保
税
引
き
下
げ
を 伊藤　千作議員

保
険
証
の
取
り
上

げ
中
止
を

水漏れ頭首工

頭
首
工
の
改
善
を

軽
度
生
活
援
助
事
業

転
作
田
に
菜
の
花

作
付
け
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
誇
り
）
使

用
す
べ
き
で
な
い



あれ となってらった 
もっと

 

知りたい
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11特集記事

増   　　減（率） 17    年   度 18    年   度 

1,052 人増　 　 （0.5％） 20 万 1,083 人 20 万 2,135 人 有 料 入 館 者 数 

△　 169 人　 （△2.65％） 6,377 人 6,208 人 宿 泊 者 数 

908 人増　 　 （5.46％） 1 万 6,618 人 1 万 7,526 人 ゆめ っ ぴ い （ 利 用 者 数 ） 

△390万 3 千円 （△1.38％） 2 億 8,253 万 3 千円 2 億 7,863 万円 総 売 上 高 

支　　　　出 収　　　　入 

仕入高　　 8,814 万 9,593 円 
販売費及び一般管理費　　 
　　　 1 億 9,457 万 9,379 円 

総売上　 2 億 7,862 万 9,874 円 
雑入等　　 　 522 万 3,433 円 

　 （Ｂ） 2 億 8,272 万 8,972 円 計（Ａ） 2 億 8,385 万 3,307 円 

第３セクター
決　　算

今回は、（株）ゆめろんと（財）山本開発公社・（財）ことおか観光開発公社の

18年度（18・4/1～19・3/31）の決算状況について特集します。

○ゆめろん　○多目的健康広場（ゆめっぴい）の管理運営を行なっている。

■ 運営状況

■ 決算状況

景気回復の遅れ等により宴会部

門の売り上げが前年比711万１

千円減となった。

総売上げには、ゆめろん・ゆめっぴいの指定管理

料（3,000万円強）が含まれます。また、ゆめろ

んは18年度分入湯税19万2,908人×150円＝

2,893万6,200円を町に納入しています。

税引前利益（Ａ）－（Ｂ）＝112万4,335円
税引後利益　　　　　　　 57万1,458円

前期繰越利益　1,426万6,148円
1,483万7,606円を次期に繰越し

当期利益（Ａ）－（Ｂ）＝537万5,498円 前年度赤字分　328万3,132円
209万2,366円を次期に繰越し

※入湯税とは

鉱泉浴場における入湯客に課する税（町税）で、１日150円。三種町では12才未満の者や修

学旅行者等には課せられません。17年決算においては5,200万円以上の歳入がありました。

（株）ゆめろん

増   　　減（率） 17    年   度 18    年   度 

△   　5,127人 （△3.4％） 15 万　   640 人 14 万 5,513 人 総 入 館 者 数 

△　 　　95人 （△4.1％） 2,310 人 2,215 人 宿 泊 者 数 

△276万 972 円 （△3.9％） 7,147 万 7,157 円 6,871 万 6,185 円 総 売 上 高 

○健康保険センター「ゆうぱる」 ○山本観光物産センター

の管理運営を行なっている。

■ ゆうぱるの運営状況

支　　　　出 収　　　　入 

仕入高　　 1,482 万 　 620 円 
販売費及び一般管理費　　 
　　   　　 8,324 万 　 452 円 
　　　　　　 （入湯税含む） 

総売上高　　 6,882 万 5,149 円 
雑入他　　　　　 5 万 2,421 円 
他会計繰入金　   60 万 7,000 円 
運営委託料　 2,395 万 2,000 円 
補填補助金　　   1 千万　　　 0 円 

　　（Ｂ） 9,806 万 1,072 円   計（Ａ） 1 億　 343 万 6,570 円 

■ 山本開発公社の決算状況

入場者減により

入 館 料　△270万円

売店売上　△130万円

（自衛隊射撃場工事終了が大きな要因と考

えられる）

※ゆうぱるは老朽化に伴う修繕費の拡大（夏期冷房
機レンタル料含む）により510万円の赤字。前年
度分550万円合わせ1,060万円を町からの補助金
等で解消した。
※運営委託料は、16年度を基準に算定されています。
総売上げには入湯税2,068万1,700円が含まれ、町に
納入しています。

※冷暖房機は７月中旬までに改修される。

（財）三種町山本開発公社

〔次頁へつづく〕



元三種町議会議員が旭日双光章を受章 
春の叙勲で 
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12 特集記事・叙勲・編集後記

印
刷
／
　
八
郎
潟
印
刷
山
本
営
業
所
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
８
３-

５
１
２
０
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
５
）
８
３-

５
１
２
１

平
成
19
年
４
月
29
日
、
春

の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
元
三
種
町
議
会
議

員
の
金
子
孝
治
氏
（
地
方
自

治
功
労
）
と
佐
々
木
林
市
氏

（
土
地
改
良
事
業
・
地
方
自
治

功
労
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
旭
日

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

金　子　孝　治 氏
（78歳・大口）

佐々木　林　市 氏
（71歳・久米岡）

い
つ
も
だ
と
、
雨
に
ぬ
れ

た
紫
陽
花

あ

じ

さ

い

が
、
目
に
飛
び
こ

み
、
梅
雨
時
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

今
年
は
、
梅
雨
入
り
も
お

そ
く
雨
も
少
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、
少
雪
、
田
植
時
寒

さ
等
、
異
常
気
象
が
続
き
ま

す
。合

併
し
て
、
一
年
余
が
す

ぎ
ま
し
た
。
議
員
も
旧
三
町

の
様
々
な
議
会
運
営
の
ち
が

い
を
経
験
し
て
、
よ
り
よ
い

方
向
に
む
け
て
取
り
組
み
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。

６
月
定
例
会
は
６
月
12
日

か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
行

わ
れ
、
一
般
質
問
者
は
７
名

で
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

傍
聴
す
る
方
も
初
日
、
２

日
目
と
10
名
前
後
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
３
月
定
例
会
の
連

日
傍
聴
席
が
満
席
と
は
い
か

な
い
け
れ
ど
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
参
加
が
議
会
の
空
気

を
ひ
き
し
め
ま
す
。

９
月
定
例
会
も
多
数
の
方
々

の
傍
聴
を
期
待
致
し
ま
す
。

伊
藤
千
作
　
記

編
集
後
記

編
集
後
記 

編
集
後
記 

利　 　 用　 　 料 利　 用　 人　 数 

増   　減 17    年   度 18    年   度 増   　減 17    年   度 18    年   度 

△ 1 万 8,270 円 30 万　   870 円 28 万 2,600 円 △309人 1 万 2,945 人 1 万 2,636 人 パ レ ス 琴 丘 

△     　3,100円 4 万　   750 円 3 万 7,650 円 △851人 5,201 人 4,350 人 は ね が わ 湖 水 館 

△     　1,480円 1 万 7,730 円 1 万 6,250 円 △   32 人 134 人 102 人 キ ャ ン プ 場 

6,150 円 8,050 円 1 万 4,200 円 360 人 3,319 人 3,679 人 ぼ う じ ゅ 館 

△36万 4,980 円 152 万 8,800 円 116 万 3,820 円 △131人 789 人 658 人 コ テ ー ジ 村 

増   　減（率） 17    年   度 18    年   度 

△138万 3,342 円 （△2.63％） 5,262 万　   981 円 5,123 万 7,639 円 サ ン バ リ オ レ ス ト ラ ン 

316 万 8,631 円   　 （9.51％） 3,333 万 4,247 円 3,650 万 2,878 円 グリーンぴあ （直売） 

△   56 万 9,317 円 （△2.09％） 2,720 万 2,298 円 2,663 万 2,981 円 グリーンぴあ （物販） 

支　　　　出 収　　　　入 

仕 入 高　　 7,872 万 8,776 円 
販売費及び一般管理費　　　 
　　　　　 4,158 万 6,210 円 
管 理 費　　 2,150 万 7,545 円 
事 業 費　　 1,237 万 1,587 円 
諸支出金　　   　 39 万 2,040 円 

総売上高　 1 億 2,331 万 3,485 円 
雑 入 他　　　　 8 万　   785 円 
町補助金等　 3,495 万 3,026 円 

　　 （Ｂ） 1 億 5,458 万 6,158 円   計（Ａ） 1 億 5,834 万 7,296 円 

○サンバリオ 道の駅　○グリーンぴあ　○パレス琴丘
○はねがわ湖水館　○キャンプ場　○ぼうじゅ館　○コテージ村
の管理運営を行なっている。（グリーンぴあは現在町直営）

■ 運営状況

■ 決算状況

レストラン部門は宴会

の減が主たる理由と考

えられる。

税引前利益（Ａ）－（Ｂ）＝376万1,138円
税引後利益　　　　　　 295万9,638円
前期繰越利益　　　　　 929万8,986円

1,225万8,624円
を次期に繰越し

（財）ことおか観光開発公社

（株）


